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秋まき春・初夏どりキャベツにおけるセル成型商の

は種時期が収穫時期，収量に及ぼす影響

竹J11昌宏*・大西忠男市

嬰約

秋まき春・初夏どりキャベツについてセル成型商のは種時期と定根時期が収穫時期と収最に及ぼす影

響を検討し，は種，定植適期と収穫時期を明らかにした.

l セル成型苗は収穫時期の早い「味泰jでl土地床苗に比べ収穫が遅れたが，収穫時期が避い品種の

「秋蒔中早生jや rsEJは収穫時期に差がなかった.

2 r味泰jは， 11月中旬以前の定植では，タケノコ型になるなどの球形の異常が認められた.

3 地床苗は f味春J，rs EJともに 11月58以前に定植すると花芽の分化が認められたが，セル成

型苗には認められなかった.また，rsEJは定模時期が阜くなるほど，わき芽が多発した.

4 セル成型苦栽培での「味泰jは， 10丹上中旬は種で， 11月中下旬定植がよく，収穫時期は 5丹中

旬である.また，rsEJは， 10 月中旬 ~11 月上旬は種， 11 月中旬~ 12月上旬定植が適し， 6月中旬

の収穫となる.

Effect of Sowing Date on Harvesting Time and Yield of Spring or Early Summer 

Cabbage using Plug Seedlings. 

Masahiro TAKEGAWA and Tadao Or、HSHI

Summary 

The use of p1ug seedlings was studi巴din spring or ear1y summer cabbage from the view point of sowing date. 

(1) Difference of growth betw巴巴nplug seedlings and field nursery seedlings was great巴rin ear1y spring cabbage 

'Miharu' than in late spring cabbag巴'Akimaki-chuwas巴'and'SE'. 

(2) 'Miharu' had an abnormal slender shape when it was transplanted by the middle of November. 

(3) 'Mih訂 u'and 'SE' made flower buds when .field nursery seedlings were transplanted before N:~)Vemb巴r 5， but 

never in plug seedlings. Many lat巴ralbuds grew in 'SE' trnasplanted early in autumn. 

(4) The proper sowing and transplantation dates of 'Miharu' in plug seedlings were the early to middle of 

October and the middle to Iate Novemb巴r，r，巴spectively.WhiIe those of 'SE' were the middle of October to巴arly

November and the middle of November to巴arlyDecember， respectively. 'Miharu' was harvested in the middle 

of May and.'SE' was in the middle of June. 

緒

キーワード:キャベツ，セル成型苗，品種，生育，収穫時期，収量

= 毘

近年，キャベツ栽培においては，セJレ成型商の普及が

怠速に進んでいるが，従来の地床苗に比べて，小球化，

51:.育の遅れがみられ問題となっている.とくに，気温上

昇期の作裂で収穫期間が短い秋まき春・初夏どり栽培で

は，セjレ成型商を利用した場合に，球形の乱れや収穫時

期の遅れが生じている.このようなセル成型商の利用に

関して，前報71 では秋冬どりキャベツ栽培における，良

品生産のための定植眼界期について報告した.すなわち，

秋冬どり栽培では，セル成型苗を地床苗より 4日程度平

く定植すれば，主主育の遅れや収量に影響のないことが明

らかになった.

1998年 8月31臼受理

*中央農業技術センター

そこで，筆者らは秋まき泰・初夏どりキャベツについ

て，慣行の地床蕗との比較を行いながら，セlレ成型商を

用いたは種，定植適期と収穫時期，収量性を検討し，改
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善指針を得た.

材料及び方法

試験 1 品種と育菌方法の遣いが収穫時期と収量に及ぼ

す影響

当中央農業技術センターほ場においで.1994年にキャ

ベツ「味泰J(タキイ種苗育成). r秋蒔中早生J(石井種苗

育成).rSEJ(長野黒原種農場育成)を供試し，図 lに

示した県下の慣行は種，定植時期によって栽培し，収護

持期および収量を謂査した.

ゼル成型育苗は. 128穴セルトレイ(ヤンマー製)に

培養土メトロミックス 350(Scotts-Sierra Horticultural 

Producuを詰め，ガラス室内で育苗じた.また対照とし

て幅 120cmの畝に約lOcm間隔のまき講をつくり，すじ

まきして無仮植で露地育苗した地床菌を供試した.

育苗中の施肥は，セル成型育葡ではは穫後 10日目以降

に液肥 (N.P205. K20それぞれ 100.57. 159ppm) を

週3囲トレイ当たり約 1.e施思した.地床育苗では全量

元理として N，P205.K20を各 16kg/lOaとした.

本間での施肥景は， N， P205， K20を各40kg/lOaとし，

畝幅 120cm，株間 38cmの2条植で栽培した.各試験区

6.8m
2 
(30株植栽). 2反後で栽培した.

収穫時期の判定は，結球が進み，結球葉の最外部の紫

色が緑色から緑白色に変化した時点とした.

10月 5臼 11月 10日

明春J ト寸d

10.F.l11臼 11月 25日

明蒔中早生J Oート
30γ 10月 17臼 11月初日

。c 1~~ 引か十一。
123.41 

ま蜜月 5

ム定植月日

収穫期間の謂査は全株対象とし，結球震は各区 10株謂

査とした.

試験2 秋まさ春どり栽培のは種時期，宵話回数の違い

が生育，収穫時期および収叢に及ぼす影響

試験は.1996年に「味春jを供試し，中央農業技術セ

ンターほ場において行った.イ土種時期は，表2に示した

5聞で，育苗日数は 40日および60日とした.

育苗方法は，セJレ成型苗と地床苗とし，試験1と同様

に脊菌した.セル成型苗の育苗培養土は，与作N150(チツ

ソ旭肥料)を用いた.

セル成型苗の育苗中の施胞は，播種後 10日自以降液肥

(N， P205， K20それぞれ 100.57， 159ppm)を避2囲

トレイ当たり約 1.e施用した.地床菖の施肥法は，試験

1と同様とした.

本関での施肥景は， N， P205， KzOを各 32kg/lOaとし，

栽植密度は畝幡 120cm.株間 35crnの2条植とし，各試験

区6.8m
2
(30株植栽)，反復なしたした.

1 収穫時期の判定は試験 lと問様とした.収穫期間の調

査は全株対象とし，結球重，花芽の有無，球形は各区 10

株を調査した.

試験3 秋まき初夏どり栽培のは種時期の遣いが生脊，

収穫時期および収量に及ぼす影響

5月j2臼 i結球重土S.E.

--(一一|1Z23土78g
1757土46g

4月 10815月 25臼6月7臼
11055ごと36g

一一 r[314こ伝達Og
6.F.l15日

__H~~.~ ごと 50g
1330土42g

20 + ""'-17.6 窃収穏期間{セル成型箇)

10 

O 

口収穫 期間(地床麓)

11.2 

9 月 10月 11月 12月 1 月 2一月 3 月 4 月 5 月 6 月

割 l 月平均気温およびキャベツの生育期潤と生育との関係

注)上段:セル成型苗，下段:地床面a
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試験は， 1995年に rsEJを供試し，中央農業技術セ

ンターほ場において，表3に示す 7時期には種を行った.

セjレ成型苗と地床苗の育苗方法は試験2と問様とし，

育苗日数は 24日とした.

脊苗中の施肥智現は試験2た開様とし，本闘での施肥

量は N，P205， K20を各40kg/lOaとした.

栽櫨密度は畝IPai120cm，株関 35cmの2条横とした.各

試験底 6.8m2 (30株植栽)の 2反後とした.

わき芽調査を 4Jj 10自に全株対象に行い，わき芽は

その時点で取り除いた.全盛ほほ一斉に結球したため，

収穫調査は 6月11日， 18日に 10株ずつ行い，抽苔率，

結球重を測定した.

結果

試験 1 品種と育蘭方法の遣いが収稽時期と収最に及ぼ

す影響

試験を行った加西市での月平均気温および各品種の生

育期間と生育との関係を図 1に示した.

各品種とも定植後 12"'-3月の低温期に遭遇させ， 4月

以降気温が上昇じてから収穫した.

「味泰jは，地床苗では 4月上旬に収穫が始まり， 2-，.... 

3日のうちに収穫を終えたが，セル成型苗では 5月上旬

に収穫が始まり 5月下旬まで長く収穫が続いた.平均結

球重は，地床曹の 757gに対しセル成型留では 1223gと大

きかった.

f秋蒔中早生Jについては，収穫日は地床商が5月下

旬，セJレ成型商は S月下旬から 6月上旬とセル成型苗は

地床苗に比べてやや遅れた.平均結球重は地床苗 1314g，

セjレ成型苗 1055gとセル成型苗はやや軽かった.

rs EJでl土地床菖，セル成型苗ともに収種目が6月

上中旬，平均結球震が1300g前後で育苗方法の違いによ

る鳴らかな差は認められなかった.

試験2 秋まさ春どり栽培のは種時期，育蕗日数の遣い

が生育，収穫時期および籾量に及ぼす影響

育苗方法と育苗日数の違いが菌質に及ぼす影響を表 1

表1 育務方法と育苗回数の途いが斎質に及ぼす影響

播 種 詞 調 査 日 育 首 苗 種 類 築 数 草 丈 地 上 部 地下部

日数 E霊 E意
(日) (・) (g) (g) 

9.17 10.28 41 セル 3.8 14.2 2. 14 O. 76 

地床 5.2 26.9 7.38 0.38 

11. 18 62 セノレ 5.516.3 3.89 1. 07 

地床 8.2 25.5 22. 39 0.88 

主主)品稔 f味春j

表2 秋まさ泰どり栽絡のは種目，育苔回数と収穫待期および生育との関係

脊箇 R数 l土穏日 定植臼 育省方法 収穫日 結主主主主 花芽 球形

(月.j:j) (月.j:j) {jJ .日) (g) 

40日育斎 9.17 10.28 セノレ成型蕊 4.8 868 然 タケノコ裂

地床苗 3.24 833 1O~15田田 タケノコ裂

9.25 11. 5 セノレ成裂笛 4. 14~4. 30 828 査E タケノコ型

地*箇 4. 4~4. 14 873 15悶m タケノコ型

10. 1 11. 11 セル足立型自萄 5. 8~5. 16 705 然 タケノコ型

地床苗 4. 23~4. 30 883 盤 タケノコ裂

10. 8 11. 18 セノレ成型苗 5. 8~5. 16 975 狙E 正常球

地床箇 4. 23~5. 16 861 然 正常球

10. 15 11. 25 セノレ成裂笛 5. 8~5.29 1036 狙E 正常球

地床笛 4. 30~5. 16 976 然 正常球

60 j:j脊笛 9.17 11. 18 セノレ成型萄 5. 16~5. 23 848 盆E タケノコ裂

地床苔 4. 23~5. 23 895 無 タケノコ型

9. 25 11. 25 セノレ成型蔀 5. 23~5. 29 1156 無 :iE常球

地床苗 4. 23~5. 23 899 壷E 亙常球

10. 1 12. 2 セノレ成型苗 5. 23~5. 29 1053 主E 正常球

地床酋 4. 30~5. 23 979 然 正常球

10. 8 12. 9 セノレ成型苗 5..23~5. 29 895 無 正常球

地床苔 4. 30~5. 23 959 釦E 亙常球

10. 15 12. 16 セノレ成型車3 5.23~5.29 1077 然 正常球

地床苗 5. 16~5. 23 1202 無 疋常球

注)品種 f味春j
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表3 秋まさ初夏どり作型のは穏認と育苗方法が生育および

収量に及ぼす影響

l立種日 定核問 育首方法 結球重 拙苔率わき努数

(g) (覧)

9.25 10.26 セノレ 1364 。 11. 4 

地床 1407 82 11. 6 

10. 2 11. 2 セノレ 1033 。 8.3 

地床 1315 5 9..7 

10. 9 11. 9 セノレ 1310 。 7.4 

地床 1316 。 7.6 

10.16 11. 16 セル 1350 。 6.0 

地床 1613 。 5.6 

10.23 11. 24 セノレ 1484 。 5.8 

地床 1562 。 4. 7 

10.30 11. 30 セノレ 1381 。 3. 7 

地床 1281 。 2. 3 

11. 6 12. 7 セル 1408 。 2.6 

地床 1130 。 1.8 

注)品種 rS EJ .収穫は6月11おと 18日に10株ずつ行った.

に示した.

育苗日数41自では，セル成型苗の地上部重2.14gであ

るのに対し，地床苗では7.38gと地床苗の方がセJレ成型苗

よりも 3倍以上重かった.また，育苗日数が62日と長

期間になると，その差はさらに大きくなり，地床苗はセ

ル成型苗の 5倍以上になった.

次に，は種目，育苗白数の違いと収穫時期および生育

を表2に示した.

まず， 40自育苗の場合については，収穫時期はは種が

遅いほど遅れる傾向であった.セJレ成型留では， 9月 17

5は種は収穫が4月上旬， 10月 15日は韓はら月中下旬

となり，地床蕗では 9.F.I17 aは種は 3月下旬， 10月 15

日は穂は 5月上中旬となった.

結球重は 10月 15aは種のセル成型苗で 1036gと1kg

を越え， 10月 15日は種の地床苗で 976g，10月8日は種

のセル成型高で 975g，それ以外の区では 700-900gの

聞であった.

花芽は 9月 17日および25臼は種の地床留にのみ観察

されたが，収穫までに拙苔に至るものは，ほとんどなかっ

た.

球の形は， 9月 17日-10月 1aは種では，セル成型

商，地床苗ともに，細長《立ち上がったタケノコ型で鵡

品性が低く， 10月8日および 15aは種では正常な球形

になった.

他方， 60日育曹の場合の収穫時期は，セル成型萌の 9

月 17 日は手重カ~5 月中旬4又穫であった. しかし， 9月25

日以降のは穂では 5月下旬の収穫となった.地床萄では

9月 17aと25自は種で4月下旬-5月中旬の収穫とな

り， 10月1a， 8日は種では 5月上中旬収穫， 10月15

日は種では 5月中旬の収穫となった.

結球重は，セJレ成型苗で9月17日は種では848gであっ

たが， 9月25日以降のは種では， 10月8日は種を除い

て 1kgを越える重量となった.地床苗では 9月 17日，25

5は号室では 890--.: 900g， 10月1日， 8臼は手重では 950-

980g， 10月15日は種では 1200gとは穏が遅れるほど重

量が増加する傾向にあった.

花芽の分化はすべての区で認められず，球の形は， 9 

月 17日は種でセル成型苗，地床苗ともにタケノコ型の球

であったのに対し， 9月25a 以降のは種では正常な球形

になった.

試験3 秋まき初筆どり栽培のは種時期の濃いが生育，

収穣時期および収量に及ぼす影響

rs EJのは種目と育苗方法が生育，収量に及ぼす影

響を表3に示したが，は種目と結球重との聞に一定の傾

向は認められなかった.

脊荷方法の違いにおいても，結球震には一定の傾向が

認められず，抽苔は， 9月25日は種の地床苗に 82%，10 

月2日は種の地床苗に 5%の拙苔率で認められた.

わき芽の発生はは穂時期が早いほど多い傾向が認めら

れたが，地床苗とセル成型苗の開では明らかな農が認め

られなかった.

考 祭

収穫時期と結球重の関係をみた場合，試験 lでは，r昧
春jを10月上旬には種して栽培し，地床苗では 4月上

旬の収穫で結球重が小さく，セル成型苗は 5月上~下旬

収穫で，結球重が大きくなったィこの現象を究明するた

めに，試験2ではは種時期を 9月中旬から 10月中旬ま

でずらして生育をみた.

収穫時期は，は穣時期が連れるほど遅れた.これより，

この品種の収穫時期の早晩は，厳寒嬬を経過する際の生

背景の多少に左右されるところが大きいといえる.

育苗方法の違いでは，セル成型苗は地床苗に比べて収

穫時期は約 20日遅れた.結球には外葉がある程度の大き

さを確保しなければならない.定植時の苗の大きさは，

地床苗では，セル成型苗の 3倍以上あったことから，生

育が早く進んだと考えられる.そして，冬の簡に小さい

ながらも結球に必要な外葉の大きさを確保したため，小

さい球が早く収穫できた.一方，セル成型留では，冬の

生7ぎでは結球に十分な外業が確保されておらず，春の気
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温上昇期になってから外業が生育したため，収穫が遅れ

はしたが，大きな球になったと考えられる.

試験2では，育苗時期を長期化して 60日育苗での定

植を試みたが，問時期に定植した 40日脊苗での苗よりや

や収穫が遅れた.佐藤ら 5)はキャベツのセルトレイでの

育苗において，育苗日数が長くなるほど定植4日後の苗

の引き抜き強度が強くなり，長期育荷での苗の老化が少

ないことを報告している.しかし，低温時期の定植とい

う不利な条件では，生育抑制が生じたものと思われる.

この場合，セル成型苗の収穫gは11月25B以降 12月

16臼定植までほとんどかわらず， 5月下旬であった.1味
泰jは一般の硬く結球するキャベツと比べて葉が柔らか

く軟結球する品種で，一般のキャベツの生産が端境期に

なる 4 月上~5 月中旬に流通するため，収穫時期が遅れ

て他の品種の出符と重なることは好まれない.従って，5

丹下旬収穫では適期栽培とはいえない.

「秋蒔中平生jでは，セル成型苗は地床苗に比べて収

穫が遅れ，結球重は軽くなった.この品種は気温が上昇

Lてから外葉が生育するため，育商方法の違いによる収

穫時期の差は「味春jの場合より減少しているが，セル

成型高での生育の遅れや結球重の低下が生じるのではな

いかと推察される.

IS EJ は，1秋蒔I=t阜主主jよりも生育期間が長いタイ

プで，試験 1，試験3ともに育萄方法の違いやは種時期

の違いによって，収穫時期や結球重に差は認められな

かった.ISEJは結球開始までの生育期間が長いことと，

に適した混度条件になってから，外業が生育するこ

とから，苗種類の差や，は穣時期の蓋は影響がないもの

と思われ， 9 fj 25 日 ~11 月 6 日には種したすべての試

験亙で，収穫は 6月中旬になった.

次に，品質酉についてみると，1味春jにおいてセル成

型苗では， 9 月 17 日~ lO.f.I1日は種で40臼予宇宙で定植

した場合や， 9月 17日育苗で 60日育苗のものは，球形

がタケノコ裂で、荷品性が低かった.商品性が高い結球を

したのは， 40 B脊苗では 11月 18日以降の定植で，ま

た， 60日育苗では 11丹25日以降の定植のものであった.

地床苗の場合も早期定植のものはタケノコ型になり， 11

月18B定植で4月下旬以降の収穫のものが正常な結球に

なった.岩間ら 3) は花芽が座止もしくは不完全分化する

ことにより球が尖形になることや，球形の撹乱が生じる

と報告している.今回の試験では不完全な花芽の分化は

確認できなかった.タケノコ型の結球をしたものは，外

業の多くの部分が冬期間に生育し℃縮れたようになった

ものに多かったことから，この結球の乱れは，花芽の不

完全な分化か，あるいは外業の生育が十分でないうちに

結球体勢に入るためだと推察される.

セル成型苗は，秋冬どり栽培では地床菖よりも約4日

早く定植すれば生育は同じになった.しかしj味春jで

は球形等の品質面からみて，地床苗より早く定植しても，

地床苗と同等の生育には至らなかった.

商畑ら 4) は地上部優先型品種と地下部優先型品種では

セル成型苗とポット育苗の苗との関に生育に違いがあり，

地下部優先型品額では生育差が小さいことを述べている.

品種の違いによる生育への影響は，さらに検討する必要

がある.また，福間ら 2) は，セル成型苗は定植前に根の

呼吸活性の低減を招く処理をすると，定植後の発根力が

抑えられると報告している.さらに菅?自ら 6)は128穴と

200穴のセルトレイでは 200穴トレイの方が生育不良株

を生じやすく，その差はは接待期が遅いほど顕著で、ある

ことを報告している.冬どり栽培では適櫨条件下でセル

成型苗の発根力の低下は緩和されるが，秋まき春どり栽

培での低温条件下では地床苗との差が顕在化すると考え

られる.

花芽の分化については，試験2では f味春Jにおいて

は9月 17日および25日には穂した地床苗で発生を認め

た.また，試験3で，1SEJでは 9月25Bおよび 10月

2 Bは種の地床留で拙苔が生じた.しかし，セル成型苗

では本試験のは種，定植呂の範翻内で，花芽の発生は認

められなかった.

キャベツは…定の大きさ以上の苗が低温に遭遇すると

花芽分化するグリーンパーナリゼーション型の植物であ

る.渡遺8) は，キャベツは生育前半期に低温に遭遇すれ

ば感応して花芽分化し，不結球を起こしやすいが，これ

は品種によって，あるいは苗の大きさによって感応に差

があると述べている.また，江口ら1)は花芽分化を生じ

ないための早まき限界は 9月 1B ~ 10丹中旬で，品種

によって異なることを述べている.地床苗など生育が抑

制されない育苗では，1味春jでは 9月下旬以前のは種で

花芽が分化し，1SEJは10月上旬以前のは種で花芽分化

が生じるものと思われる.セル成型苗では苗の生育が抑

制されており，今屈のは種時期では低温感応のための大

きさに達しないため花芽分化しなかったものと考える.

花芽分化と拙苔との関係について，1味春jでは花芽分

化しでも拙苔にまで宝らずに収穫でき，1SEJは花芽分

化したものは抽苔となって収穫できなかった.これは，

「味春jでは結球持期が早いため，花芽分化までに結球

に必要な葉数が確保されているが，1SEJでは花芽分化

期を過ぎてから結球態勢に入るためであると推察できる.

わき芽の発生について，試験3において ISEJでは，

は種時期が早いほど多く発生した.わき芽の発生機構に
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ついては拙苔とは別に今後さらに検討すべきであるが，

は種時期が早いものに発生が多いことは，大菖で低温に

遭遇するほど発生しやすいと推察される.わき芽が発生

した場合，今自の試験ではわき芽を除去したため，収量

に対する影響は認められなかったが，放置した場合は収

量低下が予澱され，わき芽除去の労力を考えた場合，わ

き芽発生が少ない栽培が求められる.

以上のことから兵庫県加西市において，セjレ成型蔀栽

培のは種，定植適期を考えた場合，春どり栽培の f味春j

については球形が正常で、， 5丹中旬までに収穫できるこ

とを基準に考えて， 10月上中旬のは穂で， 11月中下旬

の定摘が必要だと考える.ニの場合，地床苗では 4月下

旬からの収穫が可能であるが，セル成型蔀ではら丹中旬

以降の収穫になるものと考えられる.

また，rsEJでは収穫時期に変化はなかったものの，

わき芽の発生が少ない時期を考え， 10 月中旬 ~11 月上旬

は種で 11 月中旬~ 12月上旬定植が適していると考えら

れる.これより避い時期でのは譲，定植適性については

さらに試験を行う必要がある。

r~火蒔中阜生j については上記 2 品種の中間タイプで

あるが，今盟の試験だけでは，は種，定植適期は判断で

きず，さらに検討する必要がある.
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